
 1 

 会   議   録 

１ 会議名 

  令和３年度第１回吉川区地域協議会 

２ 会長挨拶 

３ 議題（公開・非公開の別） 

・報告事項（公開） 

（１）会長報告 

（２）委員報告 

（３）事務局報告 

・協議事項（公開） 

（１）令和３年度地域活動支援事業について 

（２）自主的審議事項について 

（３）分科会の検討報告等について 

（４）その他 

・総合事務所からの諸連絡について（公開） 

・その他（公開） 

４ 開催日時 

  令和３年４月２７日（火）午後６時３０分から午後７時５９分まで 

５ 開催場所 

  吉川コミュニティプラザ ３階 大会議室 

６ 傍聴人の数 

  ０人 

７ 非公開の理由 

  なし 

８ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

  ・委 員：五十嵐豊、薄波和夫、江村奈緒美、大滝健彦、片桐利男、佐藤 均、 

関澤義男、高野幸夫、中村正三、橋爪正平、平山浩子、山岸晃一 

・事務局：風間所長、平山次長（総務・地域振興グループ長兼務）、渡邉市民生

活・福祉グループ長（教育・文化グループ長兼務）、平原総務・地域振

興グループ班長、佐々木総務・地域振興グループ主査 
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９ 発言の内容（要旨） 

【平山次長】 

 ・会議の開会を宣言 

 ・委員１２人の出席を報告 

 ・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上

の出席を確認、会議の成立を報告 

・会議録の確認：山岸会長 

【山岸会長】 

・挨拶 

【平山次長】 

 ・議長の選出について、上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第１項の規定に

より山岸会長から議長を務めていただく。 

【山岸会長】 

・議長を務めさせていただく。なお、議事録作成のため、発言をする場合は、挙手を

し、私から委員の名前をお呼びするので、その後、発言をお願いする。発言は簡潔に

お願いする。 

・次に次第の３報告事項、（１）会長報告に入る。 

【山岸会長】 

 ・新年度に入り、地域協議会長宛に吉川区青少年育成会議と上越市公共交通懇話会か

ら役員の依頼があった。昨年度役員をされた委員に予め打診をしたうえで了解をい

ただいたので報告する。上越市公共交通懇話会委員には私が就任し、吉川区青少年育

成会議には、私と五十嵐委員、佐藤副会長、中村委員から就任いただくことになった。 

次に（２）委員報告であるが、何かあるか。 

【薄波副会長】 

 ・昨年度諮問があった福寿荘に、新たに生活介護事業所としてふれんどり～ライフよ

しかわが開所した。４月７日に開所式があり出席させていただいた。定員が２０名で

あるが、４月からの通所者は１１名で、所長１名、看護師１名が常駐するとのことで

ある。 

【山岸会長】 

 ・次に（３）事務局報告に入る。 

  （事務局報告はなかった。） 
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【山岸会長】 

 ・次に次第の４協議事項に入る。（１）令和３年度地域活動支援事業についてである。

９件の提案があり、提案事業の概要確認及び質問事項等の確認、次に現地視察を実施

する事業の確認、そして今後の日程の確認について協議をお願いしたい。初めに事務

局から説明をお願いする。 

【佐々木主査】 

 ・令和３年度地域活動支援事業の提案内容は資料№１-１のとおりである。また、委員

から出された質問事項、現地視察希望理由についても資料のとおりである。 

 ・提案書の№９については、部内の協議があり本日配布させていただいた。この案件

に対する質問等については、５月７日締切で事務局に提出していただきたい。 

（以下、資料№１-１により説明があった。） 

【山岸会長】 

 ・ただいま事務局から説明があったが、事業番号１番から質問等の確認をしていきた

い。№１についてはどうか。 

【五十嵐委員】 

 ・整備する周辺に駐車場はあるか。 

  （「ない」との声あり。） 

 ・来客者用の駐車場が必要と思うが、提案者に質問したい。 

【橋爪委員】 

 ・提案団体名は違うが、団体の所在地が同じであり、この辺はいかがなものかと思う。 

・吉川観光協会は、以前から多くの提案をされているが、他にないのかと思う。 

【山岸会長】 

 ・同じ提案者が何件も事業提案しているのではないかと感じるが。 

 ・次に№２についてはどうか。 

【髙野委員】 

 ・橋爪委員の団体の所在地が一緒の提案団体が多いという意見に私も同感である。昨

年度も吉川観光協会がゆったりの郷でイベントをするという提案があった。№９の

提案書も見たが、№２の事業と一緒にできないかと思う。 

【山岸会長】 

 ・№３の事業についてはどうか。 
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【橋爪委員】 

 ・市民記者の視点で記事を書くとのことだが、市民が記事を見て疑問に思った時に誰

が確認するのか。個人の思いを市民に伝えるだけでよいのか。誰が記事をチェック

するのか。個人の思いを伝えるだけであれば当事業を使わずに発行すべきだと思う。

よいものを作るのであれば、補助金額が増えてもよいと思うのでその点も聞きたい。 

【山岸会長】 

 ・次に№４はどうか 

【橋爪委員】 

 ・№４の吉川区青少年育成会議であるが、子供は地域の宝であり事業費を増やしても

っと充実したものができないかと思う。 

【五十嵐委員】 

 ・事業内容について、地域協議会の若者移住・定住分科会と吉川中学校生徒との連携

を検討されていると思うが、どのようになっているか。 

【平山委員】 

 ・吉川区青少年育成会議との協議の中で、初めは連携して取り組むことを検討したが、

吉川区青少年育成会議ではお宝マップの作成を目的としていることから、当分科会

の目的と合わないので連携せず、若者の移住・定住について吉川中学校生徒と取り

組んでいくこととした。 

【五十嵐委員】 

 ・吉川区青少年育成会議との情報交換は密にやってほしい。 

【山岸会長】 

 ・私が一番気にかかったのは、お願いをする子供たちが負担にならないようにしてほ

しいということだ。私もこの分科会に所属しているので情報交換だけはやっていき

たいと思う。 

【江村委員】 

 ・活動する子供たちが小学生なのか中学生なのか、視点がぼやけてよくわからない。

小中学校は、英語教育の導入やコロナ対策などで多忙であり、学校との連携がどう

なっているか具体的に教えてほしい。 

【山岸会長】 

 ・次に№５についてはどうか。 
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  （質問、意見はなかった。） 

【山岸会長】 

 ・次に№６についてはどうか。 

【五十嵐委員】 

 ・事業費を増やして、昔話を載せるなど内容を充実させたほうがよいのではないかと

思う。 

【江村委員】 

 ・ＤＶＤ１枚にまとめるのか、複数枚にするのか。そしてＤＶＤ化した後の活用方法が

よくわからない。どのように活かすのか。 

【関澤委員】 

 ・ＤＶＤにするのか、冊子にまとめるのか。具体的に教えてほしい。冊子ならいつでも

見られるが。 

【山岸会長】 

 ・次に№７についてどうか。 

（質問、意見はなかった。） 

【山岸会長】 

 ・次に№８についてどうか。 

【中村委員】 

 ・この事業や№１、№７でもそうだがマンパワーの必要な事業だと思う。誰がやるの

か、尾神や坪野の人達だけではできない。実際にやる人がいるのか心配している。 

【江村委員】 

 ・スカイツリーモニュメントを整備するとあるが、当初子供たちが作ったものであり

塗り直すのか。整備した後どのように活用するのか。人から来てもらうのが目的だと

思うので、整備した後にどのように活用していくのか、その後の見通しを教えてほし

い。 

【山岸会長】 

 ・尾神岳の林道は、かなり草木が茂っていると思う。観光客を呼ぶのであればどのよう

に活用していくのか考えていくべきだと私も思う。 

【橋爪委員】 

 ・提案者が何もしないで業者委託にすることが気になる。整備する人を募集して次の
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展開が図られる事業であれば有効に活用できるのではないかと思う。先の見えない

提案だと受け付けること自体がおかしいと思う。例えば人を集めて林道を楽しみな

がら整備し、毎年その人たちが来るような内容であればよいと思う。 

【江村委員】 

 ・事業の収支計画の中に委託費を計上されている提案が４つあり、委託事業が多いと

思う。なんでも委託して地元業者が潤うのは、それはそれでよいとは思うが、橋爪委

員の意見と同じで気なることである。 

【山岸会長】 

 ・全体として何かあればお聞きしたい。 

【佐藤副会長】 

 ・９事業提案され、そのうち５つが同じ住所のところから出されている。これは文書に

残るわけだから、後で疑問に思われるのではないか。もう少し各団体が話し合って精

査し、補助限度額の７０万円にこだわらずに違う方法で事業をやるべきではないか

と思う。 

【江村委員】 

 ・提案書の収支計画の内訳の書き方が「その他」とか項目が雑すぎるのではないか。提

案者にもう少し丁寧に書いてもらえないか話したい。 

【山岸会長】 

 ・今出してもらった質問に対して提案者から回答を求めていくように事務局で手配し

てほしい。 

【佐々木主査】 

 ・資料№１-１に記載してある質問に加えて、今出された質問についても提案者から回

答してもらうように伝える。 

【関澤委員】 

 ・№５の長峰城址活用事業は何回も提案されているが、観光面とタイアップすること

も必要であるという視点で質問を出した。 

【山岸会長】 

 ・現地視察について、希望する委員が少ないが、方法として委員個々で対応する方法

もあるが、全員で現地視察をするのか協議をお願いしたい。 

【五十嵐委員】 
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 ・コロナ禍でもあり、委員個々で視察したほうがよいと思う。 

【山岸会長】 

 ・他に意見がなければ現地視察に関しては、事務局から先方に伝えたうえで委員個々

に現地視察をするということでよろしいか。 

(「はい」の声あり。) 

【山岸会長】 

 ・それではそのようにお願いする。 

 ・次に今後のスケジュール案について、事務局から説明をお願いする。 

【佐々木主査】 

 ・資料№１－３をご覧いただきたい。第２回地域協議会を５月２２日開催で予定して

いたが、プレゼンテーションを実施するに際し、同じ日にハンググライダーの大会

や吉川小学校の運動会が開催されることがわかり、ハンググライダー大会の主催者

が当事業の提案団体でもあることから、５月２０日に変更することでよろしいかご

協議をお願いしたい。会議内容については、前回の会議でもご説明したとおり、プレ

ゼンテーション、勉強会（非公開）、審査、採点までお願いしたいと考えている。今

日出された質問についても提案者から回答してもらうように伝える。 

 ・５月２７日に予定している第３回地域協議会では提案事業の採択結果について、そ

して地域活動支援事業の希望補助金額について、今回は全件採択となっても残額が

発生することから、追加募集についてもご協議をお願いしたいと考えている。 

 ・次に資料№１－４をご覧いただきたい。昨年度の協議内容を確認したものである。

プレゼンテーションの時間配分であるが、昨年度と同様に１提案団体当たり、提案

団体の説明が７分、質問が３分の合計１０分でお願いしたい。以下、資料の内容の確

認をお願いしたい。 

【山岸会長】 

 ・ただいま説明があったが、私の都合で恐縮だが、私が会議の招集者で私自身が遅刻

することはよろしくないので、５月２０日午後６時の開始時間を午後６時１５分と

させていただきたいがよろしいか。 

 ・また、現在の状況だと補助金額も残る見込みなので２次募集も考慮することになる

と思うので、その検討もお願いしたい。委員の方で質問、意見はあるか。 

  （質問、意見はなかった。） 
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【山岸会長】 

 ・質問、意見がないので、そのようにさせていただく。５月２０日、午後６時１５分開

会でプレゼンテーションから採点まで行うこととする。 

 ・次に（２）自主的審議事項についてに入る。資料№２に質問内容がまとめられてい

るが、この他に何かあればお願いしたい。また、勉強会は公開することとし、担当課

職員からも出席いただき説明や質問に対する回答を聞くこととする。 

 ・先回の勝穂地区の意見交換会でもご存じのない住民がおられた。公民館分館を廃止

することには承知されていたが、今後の公民館活動をどうするかということには何

も触れられていない。これは地域の皆さんに影響を及ぼすことである。他の分館も

含め、全部回りたいと考えている。次は泉谷地区に入りたいが、コロナ禍でもあり 1

カ所でやるのではなく、いくつかに分けてやるか考えているので今後協議をお願い

したい。 

・５月２７日の第３回地域協議会の中で勉強会を公開する形で行いたい。また、資料№

２の質問を担当課に送り、回答をもらいたいと思うがよろしいか。 

（「はい」の声あり） 

【山岸会長】 

 ・それでは、そのように行うこととする。 

 ・次に（３）分科会の検討報告等についてに入る。最初に若者移住・定住分科会からお

願いする。 

【平山委員】 

 ・前回の地域協議会後から協議は行っていない。中学校生徒会担当の先生が異動され、

新しい担当の先生にご挨拶をしてきた。移住者との話合いは人選中であり、前回も

お願いしたが、委員の中で移住、定住されている方をご存じであれば紹介してほし

い。 

【山岸会長】 

 ・次に地域づくり分科会、報告をお願いする。 

【中村委員】 

 ・特に報告事項はない。 

【山岸会長】 

 ・最後に高齢者対策分科会、報告をお願いする。 



 9 

【片桐委員】 

 ・５月１１日にＮＰＯ法人三和区振興会に視察研修に行く。現在三和区振興会で取り

組んでいる「みんなの足」の発足の経過、運行計画の工夫、そして今後の運営につい

て研修したいと思っている。 

【山岸会長】 

 ・ただいま報告があったが、質問、意見はあるか。 

 （質問、意見はなかった。） 

 ・次に５の総合事務所の諸連絡についてに入る。事務局に説明をお願いする。 

【平山次長】 

 ・令和３年度吉川区の主な行事予定、令和３年度吉川区事業別予算概要など事前配布

させていただいたものも含めてご覧いただきたい。 

【山岸会長】 

 ・今程の諸連絡について、質問があればお願いしたい。 

（質問、意見はなかった。） 

・次回の日程であるが、先程もお話ししたとおり第２回地域協議会は、５月２０日午後

６時１５分から、第３回地域協議会は５月２７日午後６時３０分から開催するので

お願いしたい。 

・６のその他に入る。委員の方で何かあるか。 

【佐藤副会長】 

 ・４月１８日の停電時の防災行政無線であるが、「吉川区で停電が発生した」というだ

けで地区名まで入っていなかったがどうしてか。 

【風間所長】 

 ・その停電発生時に東北電力から連絡がなかったが、吉川区内における停電が確認さ

れたことから発生地区名を入れないで防災行政無線で放送した。復電の間際になっ

て停電範囲がわかったが、復電したのでその旨の防災行政無線を放送させてもらっ

た。 

【薄波副会長】 

 ・情報提供であるが、先日、柿崎区地域協議会を傍聴してきた。上越地区における広

域最終処分場の選定について、最終的に５カ所に決まったという話があった。その

内、柿崎区内で４カ所、旧上越市内で 1 カ所が選定され、この中から 1 カ所に決ま
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るということであった。 

 ・来年度、柿崎区内の公共交通路線の一部がなくなるということで、今年度中に代替

交通をどうするか検討するということだった。先程、片桐委員から公共交通の話も

あったが、こちらの方も注視してもらえればと思う。 

【山岸会長】 

 ・情報提供があったが、コロナ禍で各地域協議会との連絡がとりづらくなっている。

柿崎区に何かあると吉川区にも影響が出ることが多々ある。頸北斎場の廃止問題か

ら、この繋がりが深くなっている。皆さんも時間があれば、他地区の地域協議会へ

の傍聴をお願いしたい。また、このように情報提供していただければありがたい。 

【橋爪委員】 

 ・旧源小学校の軒天が腐食し一部が落下して危険なので、立入りを禁止するなり、対

応をお願いしたい。 

【風間所長】 

 ・確認のうえ対応させていただく。 

【五十嵐委員】 

 ・尾神地区で地域活動支援事業に取り組む事業があるので、熊対策に十分配慮するよ

うに行政サイドから注意喚起してほしい。 

【風間所長】 

 ・注意喚起させていただく。 

【山岸会長】   

 ・他になければ、閉会の挨拶を佐藤副会長からお願いする。 

【佐藤副会長】 

 ・以上で第１回地域協議会を閉会する。 

 

１０ 問合せ先  

吉川区総合事務所 総務・地域振興グループ  

℡:０２５－５４８－２３１１（内線２１３） 

                 E-mail:yoshikawa-ku@city.joetsu.lg.jp 

 

１１ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 
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